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早川で出会える

主な動物たち

集落周りに住む小型の動物 ハヲビシン Pagumalarvata *合脅合食

食肉目ジャコウネコ科ハクピシン属

大きさ刷、66""体重 3'9程度

近年，主目されている外来種L 漢字で「臼興芯」と・き、その

名の通り顔に白い線がある.早川にもかなり前ょっ定審してい

る. I寝食住だが果樹が大好き.ー時1;1県の天然記念物に指定さ

れたこともある.

ホンドギツネ V岬.，.岬回)8凹>nics

**女合会

食肉目イヌ科キツネ厩

大きさ 60.....75cm、体量 4..... 7k.g

早川ではあまり出会うことも少ないが、時

折車のヘッドライトにその奈が映し出され

ることも.

限滅型喝
、~i;;"J!i;神'

出会える頻度を禽で表してあ"ます.*が多い"ピ良〈見るこどができる働物で

す.また『大きさ』は成献の平均約な大きさをもどに頗胴長(尻尾の長さを除<)

を紀逃してあります.取材凶カ 南アルプス色野島公園参考文献 平川町長

暢乳額学会 (2009)rTheWildMammalsofJa panJ松香堂、自然環境研究セ〆ター
(2005) r日本の暢乳類リ象海大学出版舎

ホンドテン
M8 斤'esme 畑mpusme 倫mpus

禽脅会合会

食肉目イタチ科テン属

大きさ 45叩χ 体.: 1.1.....1.5kg

夜行性であまり見かけることができないが冬の黄色い毛並みの姿

を見れた時I;l感劇的!泳ぎが意外と上手いとも. I写真I;l tJ 製)

アナグマ Mel 由m抽's snskums ***会食
食肉目イタチ科アナグマ属

大きさ 52αm、体昆 12kg 程度

早川でI;l rマミ」ともいう.民l<の軒下に潜ん

でいたつと意外と近くに潜んでいる.長い爪を

使って急な傾斜を自在に働く.iがh仇ミE忌IおI、
燦ごy〆:立主主討;バ淀イ位也t主記くぷ;圃

|大型の動物
ホンドヲヌキ
Nyctereutesp'由同 mωe ， wν 'emnus

***食会

食肉閏イヌ科タヌキ属

大きさ印 -6"= 体量 3.....5kg

馴染み課い動物だが鰻近は見るのも

少広〈なコてきている.一時は鋳鎗という皮膚病が流行って数を減

らしたとも。貌厳れが始まる秋頃は人前にもよく姿を見 tきるので交

通事放に主主憲 .1写真野鳥公園村図雅生)

アカネズミ Apodemus sp町仰剖 S

食合会会合

げつ留目ネズミ科アカネズミ毘

大きさ田 .....140rrm 体重 20- 印g

日本各地で見る己とができる.巣を地中

につ〈り、夜に活動する.ク"三にあける

穴の聞け方は特徴的. I写真野鳥公園村

園雅生)

河
ツキノワグマ U刷"柚曲川 S

*合会合会

食肉目クマ科クマ属 刈E ・
大きさ 120.....145 師、体重 70.....12C 政9 ...'l!, 1
主巴議綿に生息し、縫食で果樹ゃ匡虫を食べ~'
る.一般的に数が減っているといわれる一方で、

町内にl三割と多く生息しているようで、樹皮剥ぎ

の後容が多〈発生している.1写真吉図洋)

ホンドイヲチ Mustels ita凶 禽脅合会会

食肉目イタチ科イタチ贋

縫/大きさ 27.....37αn、体重 300.....700g

雌/大きさ 16.....25 crn..体温 140.....300g

雌I;l;震と比較しでかなり体が小さい。肉食住が強い.普は養

麹小屋に忍び込んでニワトリを食べ、お腹が大きくなって出ら

れな〈なった、という憶も. I>; 奥は側I!l)

竃
ニホンカモシカ C甲府 :o mlS 叩S向S

*食会会

偶2帝国ウシ科カモシカ贋

大きさ 70.....85α ヘ体重田 -45 同

国指定特別天然配念物。単など急斜面のところ

で立って、こっちを見ていることがある.目の下

に腺があり、その匂いを木にこすりつけてナワパ

リを示す。(写真野鳥公園村図緩生)

森に住む小型の動物 ノウサギ L叩us bra 的刊""

**食会食

ウサギ困ウサギ科ノウザギ属

大きさ 43.....54 叩ヘ体量 1.3.....2.5kg

軍本や木の芽、皮を食べる .a は粒状。

夏の aは見つかりにくい. I写真野鳥

公園村図雅生)

ホンドリス s，ω'ro ， 向

*食合合会

11 つ舗目リス利リス属

大きさ 16.....22α" 体重 250.....3109

主に樹上で生活し、車毛は赤褐色、冬毛!芸賞縄

色と毛の色が変わる.工ザのひとつ、アカマツや

カラマツの実を寄ると後に残るのはまるで工ピフ

ライのよう. I写真野鳥公園村図雅生)

官哩盟圃カヤネズミ帥 cromys 剛山 tu ，

*食会会食

!ずつ歯目ネズミ科力ヤネズミ属

大きさ 50.....aOrrm 、体量 7.....14g
日本では一番小さ広ネズミ.ススキなど

イネ科、カヤツリグザ科の舗物があっ水気

があるところに営巣する. I写真野鳥公

園村図雅生※写真は巣} 応l
ムササピ両信叩 'sts 嗣必噌町四

*食会食会

!ずつ歯閏リス科ムザサピ属

大きさ 34.....48 crn..体温 7∞.....1 ，00 句

日本固有積.早川ではオオパン、バン

ドリともいう.前足と後ろ足の閣に目賀状

の皮があり それを使って滑空する. I>;
.， 1株)野生生物管理宗図真由美)

ホンシユウジ力印刷 smppon 四ntralis

**禽**

偶節目シ力科シカ属

大きさ経 90.....190σn 、雌 90.....150 胴

体重厳 5。、 '3 似Q 雌 25.....aOkg

地元狐師の話でほ普 1ま早川町にはほとんどい

なかったとか.近年はあちこちに出没し、農作物

被曹をはじめ、車との事故、高山植物の食警も問

題になってきている.

ニホンモモンガ
Peteromysmomonga

**合会会

!ずっ歯目リス科モモンガ属 大きさ 14.....2 Qcm.体重 1 回、 2209

早川ではコパンともいう.ムザサピとの見分け方については、モモンガ l立大きさだけでな

く前 Eと首 後ろ Eと尾の聞にも皮があることで見分けられる. I写真なし)

哩ρ.

開里 ニホンイノシシ Su，田rofa Ie同町町 'stax

禽食会合会

偶蹄目イノシシ科イノシシ属

大きさ 110.....16 伐問、体重 50"'"150kg

早川町では徐々に数が減っているという.森

の中やカヤが密生しているところに穫み、土を

掘って毘虫や編物の恨を主に食べる.人前にあ

まり袈を見せないが、実 lま昼行性でもある.

岩穴や岩陰で|

112tL クガシラコウモリ科キクガシラコウモリ贋 暮らす動物 1
大きさ 56.....65 同"体重 17.....35g

日本のコウモりの中でI;l比較的大きい.縄にある a葉

というところカ匂荷の花に似ていることでつけられた. I写

奥野鳥公園村 83 雅生)
Fl

キクガシラコウモリ
R加1O IOph 凶 fem; mequinum

閣|
二ホンザル Mscaca fus 同ta fus 同18

**女*女

霊長目オナガザル科マカク贋

大きさ 47.....6 伐町、体重 a.....lakg

'0 数煩以上の社会的怠務れをつくり生活す

る.早川で鰻もよく見られる勧物.時々、群れに入

らはいハナレザルが集港に入って農作物を荒ら

すこともある .1 写真野鳥公園村国経生)

コキヴガシラコウモリ Rhinolophus ∞m山S 合合*合会

コウモ 'J 目キクガシラコウモ 'J 科キクガシラコウモリ属 大きさ 35.....50 間n 体量 4.5.....9g

キクガシラコウモリと姿は似ているがキクガシラコウモリより半分ぐらいの大きさで、キク

ガシラコウモリより出す超音波の周波数が凪 lo /J咽りが利くので狼いところにも営巣したり

する .1 写真野鳥公園村図雅生)
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の
特
徴

早
川
町
の
自
然

1

南
ア
ル
プ
ス
の
厳
し
さ
と
豊
か
さ

1

早
川
町
田
自
然
を
特
徴
づ
け
て

い
る
も
の
、
そ
れ
は
商
ア
ル
プ
ス
の

存
在
だ
る
う
・
南
北
に
畏
く
、

3
7
0
平
方
岡
田
面
積
を
抱
え
、
置

も
標
高
が
高
い
の
は
、
日
本
で

4
番

目
に
高
い
問
ノ
岳

(
3
1
8
9
E
.

最
も
置
い
地
点
は

2
3
0
m

で
、
標

高
差
は

2
9
8
9
m

も
あ
る
.
そ
の

た
め
、
暖
帯
か
ら
高
山
帯
ま
で
の
植

物
群
落
が
存
在
す
る
.
繭
ア
ル
プ
ス

由
南
東
側
に
世
置
し
て
い
る
こ
と

も
‘
過
度
や
貫
候
が
種
や
か
で
植
生

が
豊
か
で
あ
る
一
因
だ
.

ま
た
、
手
川
町
田
制
%
は
森
林
に

覆
わ
れ
て
い
る
.
豊
富
立
水
置
源
に

加
『
え
、
野
生
動
輔
が
暮
ら
す
上
で
好

条
件
で
あ
る
た
め
、
早
川
町
田
動
物

相
は
多
穫
で
あ
る
.
人
岡
田
恒
入
在

阻
ん
で
き
た
自
然
由
理
昔
が
、
野
生

動
物
の
暮
ら
し
ゃ
す
い
土
地
在
作

り
上
げ
て
き
た
.

地
形
や
貫
候
と
の
合
作
が
早
川

町
自
然
で
あ
り
、
こ
こ
に
暮
ら
す
野

生
動
帽
は
自
然
由
恩
恵
に
あ
ず
か

り
な
が
ら
も
、
時
に
睡
し
さ
を
見
せ

る
自
然
に
適
応
し
て
き
た
.
特
に
こ

白
山
岳
地
彫
で
生
き
て
き
た
カ
モ

シ
カ
が
急
斜
面
を
縦
楠
無
尽
に
劃

〈
量
は
、
そ
白
土
地
で
母
音
を
営
ん

で
き
た
韮
そ
の
も
の
で
あ
る
.

可苛ず
ブ
ナ
綜

ブナ

ウラジロモミ

心植生のモデル的垂直分布

このlII ll ， ~降アルプス"島公.，島$計画働・...

/(換，u計画研究所(1991 "")に掲.の固に

80に彩色 Lたものでめる.

l ,50Om

ア
カ
マ
ツ
ス
ギ
ヒ
ノ
キ
樋
綜

続掴の行われな

かった場所

、、

ミ、

集
掴
路
地
纏
生
(
二
次
綜
)

ケヤキが理じる{腫錐出

号"

クヌギコナラ林

号"

痕
跡
し
の
ス
ス
メ

ー
動
物
の
暮
ら
し
を
垣
間
見
る

1

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
野
生
動
物
に
会
い
た
い
と
恩
っ
て
森
を
歩
い
て
も
、
簡
単
に

は
出
会
え
な
い
。
で
も
、
森
を
よ

5
く
見
る
と
、
そ
の
中
に
は
動

物
た
ち
が
生
き
て
い
る
置
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
.
こ
こ
で
は
、

そ
ん
な
動
物
た
吉
の
痕
跡
(
フ
ィ
ー
ル
ド
ザ
イ
ン
)
を
い
く
つ
か

紹
介
す
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
を
探
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
自
の

前
に
い
な
い
は
ず
の
動
物
が
見
え
て
く
る
か
ら
、
さ
あ
不
思
議
.

で
も
、
森
を
歩
く
と
き
は
、
道
に
迷
っ
た
り
ヲ
マ
に
出
会
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
下
さ
い
.

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
@

足
跡
(
あ
し
あ
と
)

河
原
の
砂
地
に
は
、
た
く
さ

ん
の
足
跡
が
見
ら
れ
る
.
水
を

飲
む
た
め
に
、
水
際
に
襲
っ
た

野
生
動
物
た
ち
の
足
踏
だ
.

痕
跡
を
見
る
一
番
手
軽
立
方

法
で
あ
り
、
足
跡
か
ら
動
物
種
、

お
お
よ
そ
の
体
の
大
宮
古
、
群

れ
の
大
き
さ
、
進
行
方
向
が
み

て
と
れ
る
.EJ1

上イノシシの足.、

ピースザイン"鞠信.

左湾原には‘水辺に

・まった動槍の足・・

がいコばい.

ロ

三盟

d

,
=a

庫揮画置

四

~

/'

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
@

食
痕
{
し
ょ
っ
こ
ん
)

食
べ
た
跡
か
ら
劃
物
の
種
類

が
分
か
る
。
さ
ら
に
樹
皮
剥
ぎ

に
残
っ
た
歯
の
跡
か
ら
は
口
の

大
き
さ
、
食
べ
残
し
た
量
か
ら

は
体
の
大
き
さ
を
推
し
量
る
こ

と
が
で
き
る
.
ク
ル
ミ
を
貴
べ

た
跡
は
、
穴
の
開
け
方
や
醤
ワ

割
り
方
で
ア
力
ネ
ズ
ミ
と
リ
ス

在
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
.

-
ぺ
・

綱
食
聞

る
日
・

郡
山
圃

-
叫
が
圃

k

ア
圃

.

.、
k
a
'

っ
か

F

-
-
b
E
置

を
い

E

ミ

τ

・

ル
い

a
a

ク
あ

a

u

が
・

ス
穴
硲
リ
に
丘

← 夜 へ 鋭 〈



フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
@

け
も
の
み
ち

自
在
凝
ら
し
て
草
む
ら
を
見

る
と
、
草
が
か
き
分
け
た
り
、
土

が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
る
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
.
そ
こ
が
、
け
も

の
み
ち
.
動
物
た
ち
が
、
何
度
も

踏
み
つ
け
通
っ
た
路
だ
.
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
動
物
が
、
同
じ

遍
在
使
う
よ
う
だ
.

山道を多いτいると· ..
わすけものみちに入ヲて

しまう ζとも.

フ

ィ

ー

ル

ド

サ

イ

ン

@

糞

(

ふ

ん

)

大

き

い

も

の

か

ら

小

さ

い

も

の

ま

で

、

議

々

な

色

や

形

の

フ

ン

が

落

ち

て

い

る

.

コ

ロ

コ

口

と

し

た

シ

力

の

翼

.

縁

色

で

上

品

な

感

じ

の

ノ

ウ

ザ

ギ

の

糞

.

ぼ

っ

て

り

し

た

イ

ノ

シ

シ

の

糞

が

ら

は

、

ザ

ワ

ガ

ニ

の

甲

羅

や

ネ

ズ

ミ

の

曹

が

見

つ

か

る

こ

と

も

.

獲

を

よ

く

見

る

こ

と

で

、

勘

物

の

貴

事

内

容

が

分

か

る

.

融
問
\、-

フ

ィ

ー

ル

ド

サ

イ

ン

@

巣

、

ヌ

タ

場

集

落

か

ら

少

し

は

立

れ

た

と

こ

ろ

に

巣

や

ヌ

タ

唱

を

つ

く

る

野

生

動

物

も

い

る

.

ヌ

タ

唱

と

は

、

イ

ノ

シ

シ

が

ノ

ミ

や

ゲ

一

を

落

と

す

た

め

、

秋

の

オ

ス

ジ

力

が

匂

い

を

つ

け

る

た

め

に

泥

浴

び

を

す

る

唱

所

だ

.

イノシシのヌタ岨

フ

ィ

ー

ル

ド

サ

イ

ン

@

樹

皮

剥

ぎ

森

田

中

を

捧

〈

と

、

皮

が

め

く

り

と

ら

れ

た

木

に

出

会

う

こ

と

が

あ

る

.

写

真

は

爪

在

立

て

て

ツ

キ

ノ

ワ

グ

マ

が

剥

い

だ

跡

だ

.

ニ

ホ

ン

ジ

力

は

木

の

皮

在

貴

べ

る

(

皮

の

中

の

樹

渡

在

貴

べ

る

と

い

う

脱

も

あ

る

)

.

溜

ま

た

、

行

動

範

囲

ゃ

な

わ

ぱ

L
哨

ワ

に

匂

い

付

け

す

る

動

物

は

多

剛

デ

い

.

角

や

悼

を

木

の

幹

に

こ

す

1
ノ

り

つ

け

た

り

、

強

特

の

匂

い

の

上

下

あ

る

分

泌

線

か

ら

出

た

も

の

を

こ

す

り

つ

け

た

り

し

て

自

分

の

存

在

在

知

ら

せ

る

。

カ

モ

シ

カ

は

自

の

と

こ

ろ

に

あ

る

眼

下

腹

か

ら

出

る

粘

漉

在

、

本

の

幹

に

こ

す

り

つ

け

る

。

植

林

地

で

も

、

採

宣

や

マ

ー

キ

ン

ゲ

で

ス

ギ

や

ヒ

ノ

キ

の

皮

が

め

く

ら

れ

、

林

業

被

害

に

も

な

っ

て

い

る

.

当

3噌

リI

A

フ

ィ

ー

ル

ド

サ

イ

ン

@

骨

、

角

森

の

中

に

、

骨

や

角

が

簿

ち

て

い

る

こ

と

も

あ

る

。

寿

命

や

何

ら

か

の

理

由

で

命

を

落

と

す

野

生

動

物

も

い

る

。

頭

骨

の

歯

の

並

び

方

は

そ

れ

ぞ

れ

に

特

徴

が

あ

り

、

歯

式

を

も

と

に

種

類

在

特

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

署

前

に

落

ち

る

シ

力

の

角

も

、

大

音

吉

推

定

の

材

料

と

草

る

.画
-J

クマにaを剥がされだ予
カマツ.

哩圃圃園、目

シカの足の・.
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問王燃配意明白「二ホンカモシ戸 l
は、どの勧帽の仲間でしょうか?以ポ
の遭択股田中からお選び下さい l

書 1 ，名前から一目瞳然rシカJ由仲間
2 ，軽やかな走り I;j: fゥマ」由仲間

3 ，あの太めの体型は「ウシJの仲間

正解曹の中から抽遭で2名織に、鹿田
角で作った小物をプレゼントしま
す 1

民
っ
さ
名

の
と
館
2
す
む

カ
ら
涜
の

E
J

り
か
源
的
日
引

フ
川
の
面
的
団

ア
羽
水
川
ご

E

の
耳
と

0
3

2
F代
表
ん
ど
裏

、
前
さ
り

4
・
・

制
略
県
一
附
町
怠

館
開
鎖
お
う

正
帽
の
世
相
・
の

の
続
車
三
た
園
順

守
1
J鎗
L
比
四

l
r
τ
h
A
市
M

抽

の
出
し
日
置
副

固
に
で
馴
当
副

前
脂
た
ん
が

赤
沢

5
春
木
川

3
大
場

i
安
倍
時

3
梅
ケ
島
温
泉

安
信
峠
【
あ
ベ
と
う
げ
}

ょ
う
立
景
色
だ
っ
た
由
だ
ろ
う
と
恩

わ
ゼ
る
.

峠
か
ら
、
滝
立
ど
を
遺
中
に
見
担

が
ら
林
道
を
下
る
と
、

U
な
び
た
雰

囲
買
白
梅
ヶ
島
遁
皐
に
着
く
.

靖
治
由
時
は
、

1
週
間
く
ら
い
滞

在
し
た
と
い
う
.
歩
き
に
歩
い
て
調

治
唱
に
た
ど
り
着
き
、

1
週
間
ほ
ど

骨
休
め
.
そ
し
て
、
帽
り
も
ま
た
山
道

を
量
っ
て
下
っ
て
.
酒
泊
で
吹
き

飛
ん
だ
疲
れ
も
、
軍
に
着
い
た
ら
元

通
り
に
草
っ
て
し
ま
い
そ
う
刊

体
を
休
め
る
た
め
に
峠
勉
君
、
早

川
町
先
人
由
蝿
騨
ぶ
り
が
身
に
泊
み

た
.
(
柴
田
彩
子
)

置
悟
峠
回
、
隣
自
身
延
町
大
唖
と
、

静
岡
市
曹
区
梅
ヶ

-
m調
車
と
の
間
に

あ
る
峠
H
L可

梅
ヶ
-
m
a皐
は
、
お
ね
し
ょ
に
効

〈
遁
車
と
言
わ
れ
て
い
る
.
か
つ
て

は
、
島
周
期
に
な
る
と
、
事
沢
草
ど
の

銭
高
か
ら
、
小
さ
い
子
ど
も
が
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
に
量
れ
ら
れ

て
珊
泊
に
行
っ
た
そ
う

H
~
早
川
町

先
人
は
、
自
分
た
ち
由
周
囲
由
峠
週

だ
け
で
な
え
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

週
征
し
て
い
た
の
で
あ
る
.

当
時
田
コ
ス
を
た
ど
る
と
、
ま

ず
、
春
木
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
現

在
、
早
川
と
身
延
田
町
壇
に
立
っ
て
い

る
嘩
を
越
正
え
、
身
延
町
大
緩
に
出
る
.

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
安
悟
峠
を
越
え
る

と
、
梅
ヶ
島
理
畢
に
た
ど
り
着
く
.
量

っ
た
り
下
っ
た
り
、
子
ど
も
由
足
で
よ

く
歩
い
た
も
の
u
h

現
在
は
、
園
週
位
暑
綾
田
身
延
町
大

緩
か
ら
神
道
が
過
っ
て
お
り
‘
自
動
車

で
毒
行
日
で
き
る
.

峠
は
、
商
事
週
よ
り
少
し
置
い
と
こ
ろ

に
あ
り
、
オ
オ
イ
タ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
と
い

う
温
回
特
に
な
っ
て
い
る
.
紅
軍
由
時

に
は
さ
ぞ
か
し
き
れ
い
草
こ
と
だ
ろ

う
・
笹
も
茂
っ
て
い
て
、
住
時
も
同
じ

39 号特集 (2 月上旬お届け)

「乾物の知恵と妓」
冬の憲さが厳しい早川町.a作物がとれU

"冬にちゃんと食べつ怠いでい〈ために、保

存食の文化が育まn.受付緩がれて来ました.

次号でほ、そんな保存食の中でも、lIl.絢に

種目し、その知恵と後街、そして賞味しい食

べ方を紹介したいと思います.お姦しみに l

0おばあちゃんの闘してレシピの 2 晶を作

ってみました.手軽で美味しかヲたですね.

(山梨県中央市、 l さん)

.集務 この秋、そIt祭りを lまじめ、町内各

所で会員の方々にお会いすることができま

した.来町ありがとうございました!

米街道から門野までの遭M ・a・されていま.ん.安倍餓へほ置E・"号大根交a・Mら

・周網7島縛迫電E過コてい〈ことを移すすめします.紳湿の貌況陪観測崎純狗綱嶋・m需

泡山飾温..眼.理担当・055-240-41‘8 にお・0下さい.

|・1~1:t:..ゃまだらけ |.

野笠.鳴を調査しているとその笠・に・ 0されることがた〈さ ，山を事付ぱ宝の山、 ..
r.'If_~りま'"狩りをしたり本@寅を食ぺたりそれぞれの.い遷化-------_..
の健闘を過してどうしてそのようBiLl史1O:Q:...f:;~tl'・E姐ヲて I_iii ごi~idllllli. 寸 1 ・

ゆ〈と.，おさらで司..・に'''''たらこ@園竃を片手に寧Jillめ野笠猶 t 、 '~l 、、 1_.，・

喝に副会いに行[.::I]曾んか.今まで箆何r.:l'3かコたー爾を知ると賓 且 ¥Uト、 ~".I ・
しめること繍付食いです.

-帯の・子.車道が通コて

い"いので‘省Z与がらの
雰囲気が残コている.安

倍"の方オイタヤメイ

ゲツ 111_下}低学術4・
週壁"に指定されている.

山
同
凪
ン

主
に
イ

..
側ポる

ZM
圃Em広
W
怠
w

e--

えも

肌
ms

見所

に山の箇

けの山何

鍵週土が

タ蝕仲買ト

、

O早 川 の 自 然 が 芸 術 君 臨 に 力 を 〈 れ る と い

う の は 、 と て も よ く 分 か る 気 が し ま す . 私

も こ の 枚I t、 力 を も ら う た め に 早 川 に 行 こ

う と 思 い ま す !( - 千 代 図 I &Mさ ん )

O池 の 茶 屋 峰 の リ ポ ー ト 、 艮 泊 、 っ た で す . こ

れ ま で 週 コ て み た こ と が あ り ま ゼ ん で し た

が 、 な ん と か 車 で も 通 れ る こ と を 知 り ま し た .

こ れ か ら ち こ う い っ た レ ポ ー ト 期 待 し て い

ま す. u、 王 子 市 、N さ ん }

訂 正 と お 震 ぴ 闘 句 に 以 下 の 鴎 遭 い が あ り ま し

た . こ の ‘ をE・0て 訂 正 さ 曾 て い た 定 〈 と 同 時

に 、 包 ん で お 鍵 ぴ 廟 し 上 げ ま す .

・ 木 工 房 淳 司 の 竃 . . . ~ 恨 湯 治. h A 4 )
顔 。55 &45 -2 5 7 7→ i E;0556-45ベ2557

・....奮の名目白{察眼の，..の・後)
麟鹿島俊淀司正鹿島健利

寧川町:身延町

·A~.
1,917;'"

)
ヘ
・
f糸
川

..にある看Ii.安傷"か
らは、大光山八‘."ど
への霊山過が緩いている.

伽読者の声

企

七薗山

'.民机

静岡市
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